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検討する前兆現象と土砂災害

検討対象

　　降雨に起因する土砂災害の発生に係る前兆現象を検討の対象とする。

　地中にしみ込んだ水分
により斜面が不安定にな
り、雨や地震などの影響
によって急激に崩れ落ち
ることをいう。

　斜面の一部あるいは全
部が地下水の影響と重
力によってゆっくりと斜面
下方に移動する現象のこ
とをいう。

　山腹、川底の石や土砂
が長雨や集中豪雨など
によって一気に下流へと
押し流されるものをいう。

がけ崩れ地すべり土石流

出典：風水害情報ガイドブック（風水害情報研究会編（平成１６年７月））
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土砂災害の種類



土　石　流 地　す　べ　り が　け　崩　れ

視

覚

聴
　
覚

山・斜面・
がけ

　　水

樹木

・がけに割れ目がみえる

・がけから小石がパラパラと落
　ちる

・斜面がはらみだす

・地面にひび割れができる

・地面の一部が落ち込んだり
　盛り上がったりする

その他

・急に川の水が濁る

・雨が降り続いているのに川　
　の水位が下がる

・沢や井戸の水が濁る

・斜面から水が噴き出す

・池や沼の水かさが急減する

・表面流が生じる

・がけから水が噴出す

・湧水が濁りだす

・濁水に流木が混じりだ
す

・地鳴りがする

・山鳴りがする

・腐った土の臭いがする

・家や擁壁に亀裂が入る

・擁壁や電柱が傾く

・樹木の根が切れる音がする

・樹木の揺れる音がする

・山鳴りがする
嗅
覚

・渓流付近の斜面が崩　
　れだす

・落石が生じる

－

・樹木が傾く

－ －

－

移動主体五感

注：本表は、砂防用語集、パンフレット、文献を参考にして作成した。

土砂災害と前兆現象の分類

・樹木が傾く

・樹木の根が切れる音がする
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平成17年台風14号におけるがけくずれの発生と前兆現象

前兆現象の通報に基づき、その地区には避難勧告を発令したが被災地区には発令し
なかった。前兆現象による避難勧告発令地域の設定が課題である。
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平成17年台風14号における土石流の発生と前兆現象

過去の災害の経験から河川水位により避難勧告を発令し、人的被害が発生しなかった
事例である。
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平成17年台風14号における土石流の発生と前兆現象

新城小谷川下流で、河道侵食や越水があったが、避難勧告は発令されていない。
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問　災害前に避難したきっかけは何ですか。次の中
からあてはまるものをいくつでも選んでください。

住民と避難行動と前兆現象

災害前に避難した住民のうち住民自ら前兆現象により、避難を行った事例は少
ない。

(n=162)
1.2

1.9

8.6

13.0

14.2

18.5

14.8

58.6

46.9

19.1

8.0

8.0

0% 20% 40% 60% 80%

役場・消防・警察の人から
勧められて              

自宅では危険だと思ったので

役場の自主避難の呼びかけが
あったから                

家族に避難を勧められて

大雨の時はいつも避難しているから

近所の人から勧められて

一人では不安だったから

がけや地盤の様子に異常（土砂の
崩落、出水など）を感じたから  

川の水位が高くなってきたから

高齢者や体の不自由な者が
いたので早めに避難した  

その他

無回答

　※2005年台風14号による土砂災害についてのアンケート調査より

　　（調査地域：大分県・宮崎県・鹿児島県）

6



○熊本県水俣市の事例

④豪雨の場合　

２４時間累積雨量が２１０ｍｍを超える雨量、あるいは時間雨量が３０mmを超える雨量が連続する場合、
または長時間にわたって雨が降り続き、ゆるんでいる場合で災害の発生の恐れのある場合。

　また、急傾斜地において、つぎのような兆候が住民等により確認され、市に通報があった場合には、上
記基準にかかわらず速やかに避難の措置をとるものとする。

・がけ等の小石がぱらぱらと落ちる。

・山の斜面に亀裂ができる。

・普段から出ている湧き水に異常が見られる。（急に量が増える、急にかれる、すんでいるものが急に濁る
　など）

・地鳴りがする。

・その他土砂災害の兆候が見られるとき。

⑥土石流の場合

　熊本県土石流情報監視システムにより、避難雨量の基準（豪雨の基準と同じ）を超えた場合。

地域防災計画における避難勧告基準の記載例（熊本県水俣市）
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平成15年7月の災害後に地域防災計画を改正し前兆現象を記載。



　・広島市佐伯区魚切町内会自主防災会、勝木自治会・自主防災会等では「土砂災
　　害警戒避難マニュアル」に定めている。

　　

１　土砂災害危険等の周知

(2)前兆現象

　次のような現象を見つけた場合は、土砂災害が起こる可能性が大きく、直ちに佐伯区役所及び佐伯消防署に連絡するとともに、周りの人と安全な場所に避難し
ます。

◆がけ崩れ

　・斜面の途中から水が吹き出す。

　（地中の水が新たにみずみちを作ったか、普段は流れないみずみちに水が流れ始めた）

　・普段から流れている湧き水の量が、急に増えたり、急に止まる。　

　（みずみちが大きくなるか、逆にふさがった）

　・小石がぱらぱらと落ちる。

　（土の粘着力が弱くなっている）

　・樹木が揺れたり、倒れたりする。

　（がけの上部で、地面が動いている）

　・地鳴りや山鳴りがする。

　（地中や山の奥で山崩れなど異常が発生している）

◆土石流

　・谷川の水が濁る。流木が混ざる。

　（上流で山が崩れ、その土砂で水が濁り、立木や流水が巻き込まれている）

　・谷川の水が急に少なくなる。

　（上流で山崩れが起こり、一時的に水をせき止めている。次は、一気に流れ出す可能性が高く、極めて危険）

　・遠雷のような音がする。地鳴りや山鳴りがする。

　（岩がぶつかったり、木が折れたり、斜面が崩れた時の音）

　・こげたような異様なにおいがする。

　（石と石が衝突して火花を発し、こげたようなにおいがする。）

自主防災組織における自主避難基準の事例（広島県広島市）
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平成１７年度の危険箇所点検実施状況

概　　要

・日之影町では、梅雨時期前に、土砂災害の危険箇所の点検を各機関の協力を得て実施。
・点検項目として地形状況、過去の災害履歴、現在の状況、被害の予測を点検カードに整理。
・点検結果を毎年整理しており、災害時の関係機関から高い評価を得ている。

・調査実施日：平成１７年６月２日

・参加機関：日之影町、西臼杵支庁、高千穂　　
　　　　　　　警察署、日之影町消防団

・現地点検箇所：日之影町中央地区　急傾斜
　　　　　　　　　　地崩壊危険区域４箇所
　　　
　　　　　　　　　　長谷川地区・追川地区　急傾
　　　　　　　　　　斜地崩壊危険区域３箇所
・点検項目　　：地形状況、過去の災害履歴、現在
　　　　　　　　　の状況、被害の予測を点検カード　
　　　　　　　　　として整理　　
　　　　　　　　　　　 災害危険箇所点検カード

　　災害危険箇所の点検事例（宮崎県日之影町）
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・土砂災害を実際に経験した人は少なく、土砂災害の危険性の認識不足が被害拡大につながるおそれがある。
・地域住民に対するこれまでの防災教育に加え、地域住民と行政等が一体となって危険箇所の点検マップや警戒避
難計画を策定し、防災意識の高揚を図る。
・防災訓練の実施。

地域のコミュニティーでの防災知識の普及事例

地域と一体となって整備した事例

避難計画表

・地域住民、専門家、行政担当者が集り、平成１２年より座談
会を開催し、住民が避難の判断を行うための情報や段階毎に
とるべき避難行動を整理した避難計画表を作成。

群馬県群馬郡榛名町 和歌山県田辺市（旧西牟婁郡中辺路町）

ワークショップの状況

・平成１４年より自主防
災リーダーが中心となっ
て地区住民がみずか
ら警戒避難計画を作成
するためのワークショッ
プを開催。

宮崎県東臼杵郡椎葉村

避難訓練の様子

・地域住民、県、市町
村、警察、消防団等が
参加して、台風に伴う
豪雨による土石流災害
を想定した避難訓練を
平成１６年より実施。
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啓　発　資　料　の　記　載　例
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（２）　防災知識の普及の課題

　

（１）　市町村地域防災計画における課題

前　兆　現　象　活　用　上　の　課　題

　・避難勧告の発令基準として前兆現象が記　
　　載されていない。
　・豪雨時の避難準備情報（自主避難）の基準
　　として前兆現象が記載されていない。
　・前兆現象を発見し、迅速に伝達する仕組み
　　がない。

・前兆現象を避難勧告、避難準備情報の基
　　準に組み入れることが必要。
・前兆現象の情報を収集・伝達する仕組み
が　必要。　

・住民の自主避難において前兆現象が
活用されていない。
・パンフレット等には、前兆現象を切迫
感（災害と時間的な関係）が感じられる
ように分かりやすく表現していない。
・防災関係者（実務担当者）を対象とし
た適切なテキストがない。

・住民の自主避難につながる前兆現象　
　の知識の普及が必要である。
・消防団、市町村防災担当者、住民それ
　ぞれにわかりやすく表現をしたパンフレッ
　ト副読本の作成が必要である。
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斜

　
　
　

面

場
所

・がけ崩れの発生

・地下水位の上昇
・間隙水圧の上昇

・せん断抵抗力の低下
・微小な斜面変位

・安全率の低下（Fs＜1）による

　土塊の移動
・地鳴り、山鳴りの発生

　・新たな湧水の発生

　・湧き水の濁り

　・小石が斜面からパラパラ落下

　・斜面のはらみ

　・亀裂の発生

　・倒木　

・土塊の不安定化の進行

・飽和状態の進行
　不飽和→飽和

・多量な降雨

・強度な降雨

発生までのプロセス 物理的機構 前兆現象

・表面流の発生

・沢の水の濁り

土砂災害発生までのプロセスと前兆現象（がけ崩れ）
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①天然ダム決壊型

　　
　　

　場　
　所

・地下水位の上昇

・表面流の発生→渓流への流入

・多量な降雨

・集中的な降雨

（斜面の不安定化の進行）

・表層土の流動化

・渓流への流入

・渓流への堆積（天然ダム形成）

・.越流

・.パイピング

　
　
渓
流
付
近
の
斜
面

・地鳴り、山鳴り

・土臭いにおい

・流水の濁り

・流木の発生

・渓流内での火花

・地鳴り、山鳴り

・焦げ臭いにおい

・水位の激減

・間隙水圧の上昇

・新たなあるいは過剰な地下水の供給

・せん断抵抗力の低下

・崩壊土と斜面との間で摩擦（音の発生）

・表層土のかく乱、樹木の倒壊

・土石流が流下する音

・渓流内で石同士や木の衝突

　
　
渓
　
　
　
　
流

物理的機構 前兆現象発生までのプロセス

・渓流付近の斜面の崩れだし、落石

・土石流の発生

・飽和状態の進行（不飽和→飽和）

・浸透能を超える降雨

・土壌粒子、樹木の流水への混入

・流水の貯留

・天然ダムの決壊

・堆積土の流動化

・急激な濁り、流木の混入

・流木の混入

土砂災害発生までのプロセスと前兆現象（土石流）
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　②山腹崩壊型

　　
　　

　場　
　所

・地下水位の上昇

・表面流の発生→渓流への流入

・多量な降雨

・強度な降雨

（斜面の不安定化の進行）

・表層土塊の流動化

・渓流への流入

　
　
渓
流
付
近
の
斜
面 ・地鳴り、山鳴り

・土臭いにおい

・流水の濁り

・流木の発生

・急激な濁り

・流木の発生

・地鳴り、山鳴り

・渓流内での火花

・焦げ臭いにおい

・間隙水圧の上昇

・新たなあるいは過剰な地下水の供給

・せん断抵抗力の低下

・崩壊土と斜面との間で摩擦（音の発生）

・表層土のかく乱

・樹木の倒壊

・土石流が流下する音

・渓流内で石同士や木の衝突

　
　
渓
　
　
　
　
流

物理的機構 前兆現象発生までのプロセス

・渓流付近の斜面の崩れだし、落石

・土石流の発生

・飽和状態の進行（不飽和→飽和）

・浸透能を超える降雨

・土壌粒子、樹木の流水への混入

土砂災害発生までのプロセスと前兆現象（土石流）
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③渓床堆積物移動型

　　
　　

　場　
　所

・堆積物の流動化

・土石流の発生
・急激な濁り

・渓流内での火花

・焦げ臭いにおい

・流水の増加

・土石流が渓岸に衝突、渓床との摩擦　
　（音の発生）

・渓流内で石同士や木の衝突

　
　
　
　
　
　
　
　
渓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流

物理的機構 前兆現象発生までのプロセス

・多量な降雨

・強度な降雨

・渓床に多量の水の供給

・表面流の発生

　・渓床に表面流の増加

・渓床堆積物に作用する流水の力

・渓床堆積物の飽和

・地下水位の上昇

・濁りの発生

・流木の発生

・堆積物の流動

土砂災害発生までのプロセスと前兆現象（土石流）
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　（・地下水位の上昇）

　

　

　　
　

・土塊の移動 ・安全率の低下（Fs＜1）によ

り、土塊が移動を開始

・地面の震動

・地鳴り、山鳴りの発生

物　理　的　機　構発生までのプロセス 前　兆　現　象

　・湧水量の増加

　・新たな湧水の発生

　（地面からの水の吹き出し）

　・湧水の枯渇

　・井戸水の濁り

・土塊の不安定化の進行

・地下水位を上昇させる
水の供給

・池や沼の水かさの急変

・亀裂や段差の発生・拡大

・斜面、構造物のはらみだし、傾き

・落石や小崩壊の発生

・構造物のクラックの発生

・根の切れる音

・樹木の傾き

・間隙水圧の上昇

・せん断抵抗力の低下

急速な移動

斜

面

場
所

ゆっくりした移動

※地すべりでは、発生までのプロセスと前兆現象との関係は明確でない。地盤伸縮計等設置して地すべりの移動状況
把握することが一般的である

土砂災害発生までのプロセスと前兆現象（地すべり）
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土砂災害発生までの時間的切迫性（がけ崩れ）

がけ崩れの発生がけ崩れの発生

前

兆

現

象

・水の吹き出し

・が け に 亀 裂 の 発 生 、 拡 大

・表　面　流（沢の水）
　の　発　生

大雨洪水警報　　

連続雨量○○mm、あるは時間雨量○○mm

崩土の流動化

斜
面
の
変
形

物

理

現

象

・降雨の浸透

・地下水位の上昇

・間隙水圧の上昇
・せん断抵抗力の減少

斜
面
の
亀
裂

斜
面
の
崩
壊

降
雨

避難準備 避難指示避難勧告

・表面流の流量
の増加

・がけから小石がぱらぱら落ちてくる

・斜面のはらみ

・倒木の発生

飽和状態の進行

・湧 水 量 の 急 増

避難に係わる対応
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土砂災害発生までの時間的切迫性（土石流：天然ダム決壊型）

　・降雨が減少しても川の　
　　水位が低下しない

降雨

土 石 流土 石 流 発 生発 生

・湛　水

前

兆

現

象

崩

壊

の

発

生

物

理

現

象 ・降雨の浸透

天
然
ダ
ム
の

形

成

天

然

ダ
ム

の

決

壊

土 の 腐 っ た 臭 い

山 鳴 り （地鳴り、山鳴り）

川の水位の激減

流 水 の 濁 り ・流 木 の 流 下

避難勧告 　避難指示

・間隙水圧の上昇

・表面流の発生

・表層土の移動

・渓流への流入

・斜面の崩れだし、
　落石

　・多量な降雨

・集中的な降雨

（濁りの顕著化、流木量の増大）

（渓流内の火花）

（（土石流土石流のの流下）流下）

（川の水位の急増）

避難に係わる対応
19



土砂災害発生までの時間的切迫性（土石流：山腹崩壊型）

降雨

土 石 流土 石 流 発 生発 生

・崩土の流動化

前

兆

現

象

崩
壊
の
発
生

物

理

現

象

（地鳴り、山鳴り）

（ 土 の 腐 っ た 臭 い ）

・降雨の浸透

　　避難指示

　・多量な降雨

・集中的な降雨

　・表面流の発生

（（土石流土石流流下）流下）

（流水の濁りの顕著化・流木の流下）

（渓流内の火花）

・表層土の移動

・渓流への流入

避難に係わる対応
20



降雨

土 石 流土 石 流 発 生発 生

前

兆

現

象

表

面

流

の

発

生

物

理

現

象
・降雨の渓流への
流入

渓
床
堆
積
物
の

不

安

定

化
・渓床堆積物の
流動化

流水の濁り・流木の流下

・渓床堆積物の飽和
・水深の増大

避難に係わる
対応 避難勧告 　　避難指示

（渓流内の火花）

（流水の濁りの顕著化）

（（土石流土石流の流下）の流下）

　・多量な降雨

・集中的な降雨

石の流れる音

土砂災害発生までの時間的切迫性（土石流：渓床堆積物移動型）
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土砂災害発生までの時間的切迫性（地すべり）

降雨

地 す べ り地 す べ り のの 発 生発 生

前

兆

現

象

斜
面
の
変
形

物

理

現

象

・斜 面 か ら 水 が 湧 き 出 る

・降雨、気温の上昇時の融雪　
　水の浸透

・地下水位の上昇

・せん断抵抗力の減少

斜
面
の
亀
裂

土
塊
の
移
動

・地面に割れ目の発生、拡大

・家 や 擁 壁 、 樹 木 や 電 柱 の 傾 き
・ 沢 や 井 戸 水 の 濁 り
・ 家 や 擁 壁 に 亀 裂 が 入 る

避難準備 避難勧告 避難指示

ゆ
っ
く
り
し
た
移
動

急
速
な
移
動

湧水量の増加

・地面の震動

・地鳴り、山鳴り

避難に係わる対応
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避難判断の指標となる前兆現象

土砂災害の種類 避難準備

がけ崩れ
・表面流（沢の水）の発生

・湧水量の急増

・水の吹き出し

・がけから小石がぱらぱら落
　ちる

・斜面のはらみ

・がけに亀裂の発生、拡大

避難勧告 避難指示

土
　
　
石
　
　
流

・山鳴り

・土の腐ったにおい

・川の水位の激減

（・土の腐ったにおい）

（・流水の濁りの顕著化）

天然ダム崩壊型 （・流木の流下）

（・渓流内の火花）

山腹崩壊型

－

・地面の震動

・地鳴り、山鳴り

・流水の濁り、流木の流下
（・流水の濁りの顕著化）

（・流木の流下）

（・渓流内の火花）

－

－ －

渓床堆積物
移動型

・家や擁壁、樹木や電柱
の傾き

・沢や井戸水の濁り

・家や擁壁に亀裂の発生

・地面の震動

・地鳴り、山鳴り－地すべり

23



斜面・渓流の観測（土石流）

ワイヤーセンサー
（対象；土石流の流下）
発生を監視する上では有効性は確
認されている。ただし、発生源と人家
の距離が短い渓流では、避難に十
分な時間が取れない可能性がある。
また、１度ワイヤーが切れたら再設
置する必要がある

水位計
（対象；流量の急変）
「しきい値」の設定が現時点で
は難しい。

雨量計
（対象；雨量）
観測技術は確立され、観
測網が既に構築されてい
る。「しきい値」の（基準雨
量）設定手法は確立され
ている。

監視カメラ
（対象；濁り、流木流量
の変化）

霧の発生など、気象条件によっ
ては十分な監視が出来ない
場合がある。また、濁りに関し
ては「しきい値」の設定が現時
点では難しい。

振動センサー
（対象；土石流の流下）
発生を監視する上では有効性は確認
されつつあり、「しきい値」に関する研
究も進みつつある。ただし、発生源と
人家の距離が短い渓流では、避難に
十分な時間が取れない可能性がある。

誘因となりうる現象（天然
ダムの形成、地下水流出
の急増等）を監視

土石流発生の検知

凡例
濁度計

（対象；流水の濁り）
「しきい値」の設定が現時点で
は難しい。観測機器の維持管
理には労力が必要

24



斜面の観測（がけ崩れ・地すべり）

テンシオメータ
（対象；間隙水圧の上昇）
「しきい値」が斜面によって異な
ると考えられ、の設定が現時点
では難しい。観測機器の維持管
理には労力が必要。１斜面で多
点での観測が必要

集水及び流量観測施設
（対象；湧水量の変化）

１つ１つの湧水を測定するためには多大な労力が
必要。一方、斜面全体からの湧水量の観測が有効
かどうか分からない。「しきい値」の設定が困難

監視カメラ
（対象；小石の落下、倒木）
気象条件、植生によっては十分な
監視が出来ない場合がある。目
視で監視する場合、多大な労力
が必要。定量的な「しきい値」の設
定が困難。

地下水位計
（対象；地下水位の上昇）
「しきい値」が斜面によって異な
ると考えられ、の設定が現時点
では難しい。１斜面で多点での
観測外必要。

伸縮計
（対象；亀裂の発生拡大）
「しきい値」の設定が困難。十分
なリードタイムが取れるのか不
明。

誘因となりうる
水文現象の監視

崩壊発生初期の
斜面の変状の監視

凡例

雨量計
（対象；雨量）

観測技術は確立され、観測
網が既に構築されている。
「しきい値」の（基準雨量）設
定手法は確立されている。

土壌水分系
（対象；含水率の上昇）
「しきい値」が斜面によって異な
ると考えられ、の設定が現時点
では難しい。１斜面で多点での
観測が必要。崩壊発生のかなり
前に土壌が飽和している場合、
空振りが多くなる。
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斜面・渓流の観測技術の課題

26

 場所 現象 観測手法 観測可能性
しきい値の
設定の可
能性

避難時間 課題

山の斜面に亀裂が発生する 伸縮計 ○ △ ×
閾値が決定が困難
避難等に十分な時間のある前兆現象かどうか不明
多点での観測が必要

山の斜面から小礫がパラパラと落ち
てくる 監視カメラ × × △

多くの崩壊で起こる前兆現象かどうか不明
霧などにより監視が困難になることがある

山鳴りやバキバキと木が裂けるよう
な音がする

現状では機械によ
る観測は困難 × × △

樹木が折れたり倒れたりする 監視カメラ △ × △
多くの崩壊で起こる前兆現象かどうか不明
霧などにより監視が困難になることがある

斜面からの湧水が濁る
現状では機械によ
る観測は困難 × × ○

斜面からの湧水が急に止まる 湧水量観測 △ △ ○
多くの崩壊で起こる前兆現象かどうか不明
避難等に十分な時間のある前兆現象かどうか不明
観測手法が大規模になる

地下水位の上昇 地下水位計 ○ △ ○ 斜面内でバラツキが大きいため多点での観測が必要
メンテナンスに多大な労力が必要

間隙水圧の上昇 テンシオメータ △ △ ○
斜面内でバラツキが大きいため多点での観測が必要
メンテナンスに多大な労力が必要

含水率の上昇 水分計（TDRなど） ○ △ ◎ 閾値が決定が困難
斜面内でバラツキが大きいため多点での観測が必要

土石流の発生 ワイヤーセンサー ◎ ◎ ×　？ 流下距離が長い土石流にのみ有効
地鳴りや山鳴りがする 振動センサー ○ ◎ ×　？ 流下距離が長い土石流にのみ有効

渓流の中で火花が散ったりする
現状では機械によ
る観測は困難 × × ×　？

渓流の流れに流木が混ざる 監視カメラ △ △ △ 閾値が決定が困難
霧などにより監視が困難になることがある

焦げ臭い匂いする 現状では機械によ
る観測は困難

× × ○

濁度計 △ △ ○
閾値が決定が困難
メンテナンスに多大な労力が必要

監視カメラ △ △ △ 閾値が決定が困難
霧などにより監視が困難になることがある

雨が降り続いているのに渓流の水が
急に減る 水位観測 ◎ △ ○ 水位低下を伴わない土石流に関しては見逃す

 
 斜面

 渓流

◎　すぐにでも実現可能
○　予算、場所、人員などの条件が整えば実現可能

△　今後の技術開発・研究が必要
×　数年間での実現は困難と思われる。

沢の水が急に濁る

（
が
け
崩
れ

）

（
土
石
流

）



砂防モニタ－による土砂災害情報の収集

　熊本県川辺川砂防流域では、「土砂災害情報連絡員（砂防モニター）制度」を

活用し、土砂災害関係情報を収集している。

川辺川ダム
砂防事務所

砂防モニター

役　場
住　　民

災害の発生

　・災害調査

　・災害復旧

避難勧告発令等

避難勧告情報等

使用ＦＡＸ
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前兆現象や

災害発生情報



前兆現象通報

災害情報通報

前兆現象等

市町村役場

都道府県庁
土木事務所等

雨量情報等

住民等の
警戒避難に活用

雨量情報等入手

土砂災害情報相互通報シス
テムによる情報収集・伝達

避難開始

前兆現象等

雨量情報、前兆現象等

前兆現象等

前兆現象等

土砂災害１１０番による情報収集

前
兆
現
象
等

早
期
避
難

避
難
勧
告
等

・市町村から住民へ雨量情報等を伝達
・住民からの前兆現象情報の収集（相互
　通報、土砂災害110番）

・避難勧告等の判断基準として活用
・住民自らの自主避難に活用

住民・消防団等よ
り通報

土砂災害情報の収集システム
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土石流の前兆現象として渓流の水位を活用（イメージ）

・豪雨により、河川の水位が危険な高さを示す、あるいは急激に上昇する時、また降雨中に関らず水位が低下する
時は、水害だけでなく土砂災害の発生する可能性も高まった時と考えられる。
・当該河川の水位を近傍の土石流危険渓流の避難の目安としても活用。

住民が水位変化を通報

危険水位の把握
市役所等

量水標、護岸に引いた線を目安にする。水位
が危険なレベル達していれば、土砂災害の発
生危険が高いと考えられる。
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ＩＴを活用した前兆現象を収集・伝達するシステムの整備

前兆現象・被災箇所
を撮影

GPSにより位置情
報を取得

前兆現象・災害現場 都道府県、市町村

メール送信

災害編場
応急対策

住民の早期避難

Ｗｅｂ　GIS上に土砂災害危険
区域、災害発生状況、写真、
道路通行止等の情報を集約

情報の共有化

連
絡

撮影場所：○○町○○　○沢左斜面
東経○○°○○分○○秒
北緯○○°○○分○○秒
コメント：斜面が大規模に崩壊
TEL　090-1234-1234

・土砂災害の前兆現象や被害発生情報を、カメラ及びＧＰＳ機能付き携帯電話
を用いて、効率的に収集するシステムを整備。
・収集した情報は、ＷｅｂＧＩＳ上で管理し、情報の共有化を図る。
・湯沢砂防事務所や、静岡県でモデル的に実施中。
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地域防災計画での前兆現象の記載方針

①基本認識
　　・市町村地域防災計画に避難勧告等の発令基準として前兆現象等を記載
　　　する。
　　
②記載の方針
　　・土石流、地すべり、がけ崩れの土砂移動現象ごとに記載する。
　　・前兆現象の危険度レベルを勘案し、「避難準備情報」、「避難勧告」、
　　「避難指示」の避難基準ごとに記載する。
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巡視等における前兆現象確認のポイント

32

（がけ崩れ）
前兆現象 通常時 降雨時

・山の斜面に亀裂が発生する ・亀裂の有無（目視） ・新たな亀裂が発生
・亀裂の拡大

・山の斜面から小礫がパラパラと落下する ・斜面下の状況（落石の有無）の確認・浮石の状況 ・斜面下の多数の落石、崩土

・山鳴りやバキバキと木が裂けるような音が
する

・樹木の折れたり、倒れたりする

・斜面からの湧水が濁る

・斜面からの湧水が急に止まる

・樹木の斜面上の位置、大きさ等 ・通常と比べて、幹折れ、倒木等の異常

・湧水の位置
・湧水の量
・湧水の濁り

・新たな湧水
・湧水量
・湧水の濁り 異常

（土石流）

前兆現象 通常時 降雨時

土石流の発生 ・土石流危険渓流であるか、否か
・渓床や渓岸の堆積物の状況

（危険を伴う）

地鳴りや山鳴りがする ・防災教育によりどのような音かを知る
・中小洪水時の石が流れる音 ・普段と異なる音（防災教育で知った音）

渓流の中で火花が散ったりする 上流側の様子を観察する。

渓流の流れに流木が混ざる ・中小洪水時の流木の混入状況を観察する ・中小洪水時と比べて多量な流木の流れ

焦げ臭い匂いする ・においに注意を払う

沢の水が急に濁る ・中小洪水時の濁り状況を観察する ・中小洪水時と比べて異常な濁り

雨が降り続いているのに渓流の水が急に減
る

・中小洪水時の水位状況を観察する ・中小洪水時と比べて急激な水位低下

（がけ崩れ）

（土石流）



巡視等における前兆現象確認のポイント
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※地すべりでは、発生までのプロセスと前兆現象との関係は明確でない。地盤伸縮計等設置して地すべりの移動状況
把握することが一般的である

（地すべり）

前兆現象 通常時 降雨時

・亀裂や段差が発生・拡大する ・亀裂の有無（目視） ・新たな亀裂が発生
・亀裂の拡大

・構造物のはらみだしたり、傾きいたりする ・構造物の状態 ・構造物の異常な変化

・落石や小崩壊が生じる ・斜面下の状況（落石の有無）の確認
・浮石の状況 ・斜面下の多数の落石、崩土

・構造物にクラックが生じる ・クラックの有無 ・新たなクラックの発生

・新たに湧水が増加する

・湧水が枯渇する

・井戸水が濁る

・地下水位が上昇する ・地下水位（井戸がある場合）
・湧水の吹きだし状況

・水位（井戸がある場合）
・表面流が発生しない場所における発生
・湧水の激しい吹き出し

・湧水の位置
・湧水の量
・湧水の濁り具合

・新たな湧水
・湧水量
・湧水の濁り

異常

（地すべり）



分かりやすい前兆現象の表現方法

①対象者ごとに伝えたい目的・内容を明確にする。

②対象者に適した広報手段や表現方法を用いる。

　　ⅰ）対象者　　：大人、子供、防災担当者
　　ⅱ）ツール　　　：パンフレット、チラシ、ポスター、副読本（教員用手引書
　　　　　　　　　　　 とセット）、映像
　　ⅲ）手段・媒体：イベント、シンポジウム、マスコミ（テレビ、ラジオ、新聞）、
　　　　　　　　　　　 HP（インターネット）、資料館学習支援、出前講座・授業

　土砂災害防止月間
　　ＰＲ用チラシ　　副読本 教員用手引書
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前兆現象の防災知識の普及
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